
部 委　員　会　名　及　び　事　業　内　容　　　

①総務委員会

総務会・正副会長会議・部長会

　・会全体の運営に関する総務事項（事務局運営、各委員会に属さない事項、自治体 からの各種委員

　 推薦依頼への対応など）の協議、各事業部の報告検討事項の協議

　・部長会は理事会の補完的役割を担う目的で、毎月1回開催した。

②地域ブロック委員会

  ・北部ブロック：計5回開催。テーマを決めての検討と情報交換

  ・せいぶSWネット：休止

  ・朝霞地区ブロック：休止

③広報委員会

　・広報誌「埼玉県社会福祉士会だより」を年４回発行。

　・組織的広報誌の発行を目指し、編集会議、校正会議を開催した。

④選挙管理委員会　　　

 役員改選がないため委員会の設置なし。2020年度改選向けて準備手続きを行った。

⑤組織委員会　　　

　会員拡大をめざした入会活動等を行った。（各種研修事業等で入会案内パンフレット配布）

⑥倫理委員会　

　委員会開催１回　　苦情1件について日本社会福祉士会からの審議委託結（処分案）を審議した。

⑦災害時ソーシャルワーク委員会　　　　　

　・日本社会福祉士会関東甲信越ブロック災害連携会議出席（5月11日、東京社会福祉士会）

　・台風19号の被災及び支援活動について、日本社会福祉士会・近隣都県社会福祉士会と連絡連携。

　・埼玉県災害派遣福祉チーム員スキルアップ研修（11月26日）　5名参加。　

　・さいたま市中央区多職種連携会議出席。（9月21日）

  ・県内団体協働型災害訓練に参加（杉戸） 1月31日～2月1日

　・埼玉県災害ボランティア団体ネットワーク会議出席。（県防災課にて）

　・本会災害対策ガイドラインの見直しを行った。マニュアルについては作成中。

①公開研修委員会

 　・公開研修 (新型コロナ感染症の関係で中止）

②学会運営委員会

　　　第22回埼玉県社会福祉士学会を開催。全発表後に発表者と参加者による意見交換会を設けた。

　　　日　時：2019年8月3日（土）13:30～16:50 　　　　参加者：84名

　　　場　所：彩の国すこやかプラザ　セミナーホール

　　　発表数：8題　　　

　　　発表者：中土純子/小谷野和悟・佐々木邦也・生田美希・井上百合枝/川染智子・横堀公隆・

　　　　　　　　石井博史・吉澤真・横田暁子(発表/会場順・敬称略）

　　　抄録集：2020年1月発行

③生涯研修委員会

　・基礎研修

　　社会福祉士資格を取得して間もない社会福祉士を対象に開催した。

　（1）基礎研修Ⅰ

　　　自己研修、及び集合研修等により実施した。修了者75名（再履修者を含む）

　　　　集合研修：2回（6/23、10/20）

　　　　自己研修：課題に対するレポート作成。

　　　　研修内容：社会福祉士としての自覚を促す、専門性を身につける、社会福祉士の役割、

                        専門性を考える、倫理綱領・行動規範の理解、生涯研修制度について、
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部 委　員　会　名　及　び　事　業　内　容　　　

　　　　　　　　　　　社会福祉士会のあゆみ、組織。
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部 委　員　会　名　及　び　事　業　内　容　　　

　（2）基礎研修Ⅱ

　　　自己研修、及び集合研修、集合演習等により実施したが、新型コロナ感染症の関係で未終了。

　　　　集合研修：6回（7/21、9/14、10/20、12/14、1/11、2/2）

　　　　集合演習：2回（8/24、11/24）

　　　　　　　　　　　＊　集合演習最終日　3/8は感染症拡大防止対策のため次年度へ延期。

　　　　自己研修：課題に対するレポート作成。

　　　　研修内容：実践事例演習、実践研究発表、社会福祉における法の理解、スーパーバイジー体験、

　　　　　　　　　　　地域における福祉政策と福祉計画について、ソーシャルワークと権利擁護の視点。

　（3）基礎研修Ⅲ

　　　自己研修、及び集合研修、集合演習等により実施したが、新型コロナ感染症の関係で未終了。

　　　　集合研修：7回（5/26、6/23、7/21、8/24、9/14、12/14、2/9）

　　　　　　　　　　　＊　集合研修最終日　3/7は感染症拡大防止対策のため次年度へ延期。

　　　　集合演習：2回（11/24、1/11）

　　　　自己研修：課題に対するレポート作成

　　　　研修内容：模擬事例検討会、意思決定の支援、地域における福祉活動の実際、リスクマネジメント、

　　　　　　　　　　　苦情解決システム、組織マネジメント、福祉サービスの質の評価とサービスマネジメント、

　　　　　　　　　　　新人教育プログラム、ｽｰﾊﾟｰﾋﾞｼﾞｮﾝのモデルセッション。

　（4）青年部研修（基礎研修Ⅰとの連動プログラム）

　　　ソーシャルワーク実践報告研修～社会福祉士の仕事と役割～

　　 　日　 時：2019年8月3日（土）

　　 　場　 所：彩の国すこやかプラザ　セミナーホール

　　　 内　 容：会員講師3名による講義（障害分野、生活困窮分野、高齢者分野）とグループワーク

　　　 参加者：基礎研修受講生など 52名

　・社会福祉士専門研修

　　　基礎研修修了者及び認定社会福祉士取得者を対象に一層の実務専門性向上のための研修を

　　　実施した。

　　　スーパービジョン課程：マンツーマン方式で 22名実施。（うち認定社会福祉士8名、各対象者ごとに

　　　　　　　　　　　　　　　　通年６回）

④地域包括支援センター委員会

　・福祉関係者のための地域ネットワーク実践力養成研修　（認証研修）

　　自己研修、及び集合研修、集合演習等により実施した。

　　　日　時：2019年12月7日、8日、2020年3月15日

　　　場　所：さいたま共済会館、埼玉会館、社会福祉士会会議室

　　　内　容：集合研修ならびに集合演習　自己研修：企画シートの作成

　　　修了者：5名

⑤生活困窮者支援委員会

　・生活困窮者支援研修

　　　  日 　時：2019年9月14日

   　   場 　所：埼玉会館7B会議室

　　    内　 容：[これからの生活保護ケースワーカーのあり方」　講演、パネルディスカッション

　　　　講　師：花園大学　吉永　純教授、　　　みさと法律事務所　吉廣　慶子弁護士。

　　　　　　　　 新座市役所　 山口智子氏、　　横浜市役所　篠原直樹氏

　　    参加者：市町村、地域包括支援センター、福祉相談機関・福祉施設職員など 45名

　・生活困窮者支援専門研修

　　第1回

　　　日　時：2019年12月14日（土）
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部 委　員　会　名　及　び　事　業　内　容　　　

　　　場　所：与野本町コミュニティセンター

　　　内　容：40代、50代、引きこもってはだめですか？～これからどうしたい？支援者は何をしたいのか～

　　　　　　　講義、グループ検討。

　　　講　師：道草の会　飯田光子氏、　飯能市地域包括支援センターさかえ町　小野寺江吏子氏

　　　　　　　　飯能市すこやか福祉ｾﾝﾀｰ　有賀りつ子氏、　越谷らるご　鎌倉賢哉氏。

　　　参加者：40名

　　第2回

　　　日　時：2020年2月15日（土）

　　　場　所：さいたま市産業文化センター

　　　内　容：「引きこもり」から学ぶ社会的課題　～続40代、50代、引きこもってはだめですか？

　　　　　　　　事例を通して当事者からみた支援のあり方を考える～　グループ検討

　　　参加者：40名

⑥障害者自立支援委員会

　・障害者自立支援研修

　　　 日　 時：2019年8月24日（土） 14:00～16:00

　　　 場　 所：カルタスホール　第二会議室

　　　 内　 容：「旧優生保護法の過ちから障害者の人権を考える」

　　　 講  師：五百蔵（いおろい）洋一法律事務所　関哉（せきや）弁護士

　　　 参加者：福祉施設職員、行政職員、独立型事業所職員など 47名

⑦多文化共生ソーシャルワーク委員会

　・多文化共生ソーシャルワーク研修

　　　日 　時：2020年1月18日（土）13:30～16:30

　　　場　 所：カルタスホール

　　　内　 容：「外国籍住民への支援の在り方を考える」　　講演、グループ討議

　　　　　　　　～一橋大学名誉教授　田中宏氏を迎えて～

　　　参加者：国際交流・協力団体、外国人支援団体、自治体職員等　47名

⑧子ども家庭支援委員会

　・子ども家庭支援ソーシャルワーク研修　(新型コロナウィルス感染症の関係で開催を中止)

⑨施設実習指導者研修委員会

　・施設実習指導者研修

　　　日 　時：2019年7月14日（日）～15日（月）9：30～18：25

　　　場　 所：さいたま共済会館

　　　内　 容:実習指導者の要件を満たす講習会として厚生労働省に届け出て実施。講義、演習。

　　　対　 象：相談援助経験を有し実習指導を担当する社会福祉士　４7名　を指導者として養成した。

　・フォローアップ研修　（実習指導者研修のフォローアップ・プログラム）

　　　日　 時：2019年7月14日（日）13：30～18：25

　　　場　 所：さいたま共済会館

　　　内　 容：実習現場における課題について講義、演習。　参加者 9名

①独立型社会福祉士事務所委員会

　・研修会

　　　日 　時：201９年9月15日（日）10：00～15：30

　　　場　 所：彩の国すこやかプラザセミナーホール南側

　　　内　 容：女性をめぐる福祉課題と実践　～埼玉県内での取り組みから～

                ①講義　「妊娠で悩んでいる女性達と向き合って- あんしん母と子の産婦人科連絡協議会の実践-」

              　②シンポジウム「埼玉県内での実践」

　　　講　師：あんしん母と子の産婦人科連絡協議会　吉田知重子　氏
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部 委　員　会　名　及　び　事　業　内　容　　　

　　　シンポジウム発表者：　栃窪　ゆみ氏　（母子生活支援施設の取り組みから）

　　　　　　　　　　　　　　　    池田　美帆氏　（高齢女性に見られる女性の課題）

　　　　　　　　　　    　　　　　門　美由紀氏　 （多文化の背景を持つ母子への生活支援）

       参加者：独立型社会福祉士事務所を開業する会員など ３１名

　・施設視察、勉強会

　　　5月22日（水）13時30分～15時30分　川越少年刑務所視察

　　　7月28日（日）10時～12時　　　　　　　認定社会福祉士更新についての勉強会

　・例会

　　　日　 時：5/17、7/19、9/20、11/19、1/17、（毎回金曜日19時～21時）

　　　内　 容：それぞれ持ち寄った課題についての話し合い、助言、研修会や懇談会の準備。

      参加者： 5名程度

②地域包括支援センター委員会

　・情報交換会の開催

　　対象者：埼玉県内の各地域包括支援センターに所属する職員等（会員・非会員は問わず）

　　地域別：8月25日 行田市情報交換会（　7名参加）　　12月1日 和光市情報交換会（　8名参加） 

　　　         2月22日 加須市情報交換会 (14名参加）

③生活困窮者支援委員会

　・研究会 （5回開催）

④障害者自立支援委員会

　・研究会（5回開催）

　　　日 　時：5/5、7/7、9/1、11/3、1/5　（3/1は新型コロナ感染症関係で中止）

　　　内　 容：障害者年金・生活保護受給状況などの研究や委員同志の意見交換、研修の打合せを行った。

      参加者：各回平均約10名

⑤多文化共生ソーシャルワーク委員会

　・研究会　①公開研究会：偶数月第3木曜日開催②社会福祉士研究会：奇数月第3木曜日開催

　　　内　 容:外国籍住民への支援のあり方を各方面から研究し、議論を深めた。

       参加者:NPO、市町村、弁護士、行政書士など 6～12名

　・外部事業等協力（公益財団法人国際交流協会外国人総合相談センターへ会員派遣等）

⑥子ども家庭支援委員会

　・定例会（6回開催）

　　　日 　時：4/14、6/９、8/4、12/8、2/9

　・勉強会

　　　日 　時：4/14、6/９、8/4、12/8、2/9

　　　内　 容：子ども分野の新資格をめぐる状況、NPO法人パーソナルアシスタント・サービスのっくの活動、

                 希望の家事業、スクールソーシャルワーカーの動向等について等。

⑦司法福祉委員会

　・定例研究活動（2回開催）

　　　日 　時：6/26　ホームレス・貧困問題からみる司法福祉

　　　　　　　 10/26  「ホームレス支援」「生存権保障」「生活保護」を糸口に引き続き勉強・議論

　・更生保護関係機関等によるネットワーク会議への会員派遣

　　　日 　時：5月23日更生保護法人清心寮、9月10日川越少年刑務所:主催埼玉社会復帰支援ネットワーク協議会

①国試等対策講座・模試委員会

　・社会福祉士国家試験対策模擬試験を実施

　　　日　時：2019年11月9日（土）

　　　場　所：さいたま市　　カルタスホール

　　　受験者：19名
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部 委　員　会　名　及　び　事　業　内　容　　　

②災害時ソーシャルワーク委員会

　・東日本大震災の加須市内被災者の支援　　毎月巡回訪問、相談（24回実施）、双葉町納涼祭参加支援。

　・双葉町役場、双葉町社会福祉協議会との協議。（6回実施）

　・台風19号の県内被災地支援で埼玉県災害派遣福祉チーム員として会員3名が活動参加。

　・委員会開催　(6/22　10/19　2/15）　チーム会議随時。

　・埼玉県福祉課からMCR活用についての説明を受け、MCRを委員会内の連絡手段にする。

③総合相談事業委員会

　・総合福祉相談会：福祉に関する「1日相談会」を開催

　　 　　　　　①熊谷市　第30回熊谷ふれあい広場～障害者団体と市民の交流の広場～ への参加（10/26）

                   　　　　　会のパンフレット配布、市内団体との交流を進めた。

　　　　　　　 ②さいたま市　第１8回WithYouさいたまフェスティバルへの参加（2/7～2/9)

　　　　　　　　　　　　　　　展示及び相談、ワークショップの参加にて会活動を広報した。相談件数 5 件

　　 対　象：相談支援を進めている支援者及び県民

　　 協力団体：一般社団法人埼玉県介護福祉士会

④里親研修委員会

　・専門里親更新研修

　　埼玉県からの受託事業

　　 第1回　講義

　　  日  時：2019年10月18日（金）

　　　場  所：With Youさいたま

　　  内  容：「面接を深める」～自分の感情をいかに上手に生かすか～

　　　講　師 ：上原　由紀氏（武蔵野大学心理臨床センター主任相談員)

　　  参加者：専門里親 17名

　   第2回 　演習　事例検討

　 　 日  時：2019年11月19日（金）

　　　場  所：With Youさいたま

　　  内  容：演習　事例検討

　　  参加者：専門里親 19名

　・里親制度実務研修事業

     埼玉県からの受託事業

　　 (1)　里親委託推進員と里親支援専門相談員との情報交換会

　　　 日  時：2019年7月19日（金）

　　　 場  所：さいたま市産業文化センター

　　   内  容：各児童相談所、各児童福祉施設の里親委託等の状況や里親委託に向けての児童相談所と

　　　　　 　　児童福祉施設の連携などについて　グループ討議

　　　 参加者：県、児童相談所、児童福祉施設などの担当職員　40名

　   (2)  里親制度実務研修及び情報交換会

　　　 日  時：2020年1月24日（金）

　　　 場  所：埼玉会館

　　   内  容：①講義「それぞれの立場からフォスタリング業務を報告する」発表者：5名

　　　　　　    ②情報交換会　グループ討議　事例検討「フォスタリング業務の現状と課題」

       参加者：市町村、児童相談所、児童福祉施設の職員や里親　39名

     (3)未委託里親ふれあい交流事業

　　　 未委託里親と交流可能な児童福祉施設行事・ボランティアの調査　

　　 未委託里親ふれあい交流事業の一覧表の作成

①成年後見制度委員会ぱあとなあ埼玉　
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部 委　員　会　名　及　び　事　業　内　容　　　

　・ぱあとなあ埼玉の事業（成年後見人活動支援に係る事業）

     ぱあとなあ埼玉会員数： 403名（2020年3月31日現在）

     ぱあとなあ名簿登録者数： 367名（2020年3月31日現在　）

     後見人の受任状況 ：   1,488 件（2月定期報告より2020年1月31日現在）

      内訳/後見 1,113 件、保佐 298 件、補助  50件、後見監督人 2件、保佐監督人 1件、

      補助監督人  0 件、任意後見監督人  0件　

      任意後見契約 24 件（内　任意後見＋委任代理契約　18件、　任意後見人として活動中  3件）

　（1）相談支援

 　　成年後見に関する相談事業を実施

　　　定例相談会：毎週土曜日AM10：00～PM1：00　祝日、年末・年始を除く。（計47日）

　　　毎回相談員2名が対応。相談 66 件。

　（2）成年後見人材育成研修　(認証研修　  名簿登録研修受講要件）

　　　日　時：2019年9/8 、11/10、11/24、12/8　全日（日）9：30～17：30

　　　場　所：すこやかプラザ、カルタスホール

　　　受講者数：1４名（茨城県社会福祉士会会員3名を含む）

　　　内　容：専門職後見人としての社会福祉士が身につけるべき知識・技術を修得し、権利擁護センター

　　　　　　　 における　成年後見人としての一定の力量を確保すること。

　　　　　　　 地域で相談援助にあたる者が、成年後見制度活用の知識、技術を修得すること。

　（3）受任基礎研修　兼名簿登録研修　

　　　新型コロナ感染症拡大防止のため、開催を延期。　（2020年度　さいたま市内で予定）

　　　受講申込者数： １７名

　（4）実務研修/権利擁護実践研修

　・意思決定支援に基づく権利擁護実践研修　：　成年後見制度活用のための２つのツールを使って

成年後見活動を行う支援者が、本人の意思決定支援・福祉的なアプローチを重視した支援

活動を行うことができるよう、２つのツールの活用を通じて、意思決定支援の重要性と

実践方法を学ぶ。

　　　　日　時：　（1日目）2019年7月28日（日）13:30～17:00　（2日目）8月11日（日)10:00～17:00

　　　　場　所：　すこやかプラザ（7/28）、　カルタスホール（8/11）

　　　　参加者： 32名

　(5）実務研修

　　実務上必要な知識を身につけ、成年後見人としての職務遂行に役立て、また資質の向上を図る

     ための研修を開催。

　　　第1回　実務研修・事例検討会 ＜実務研修＞

　　　　日　時：　2019年4月13日（土）15:00～17:00

　　　　場　所：　彩の国すこやかプラザ研修室　

　　　　参加者：　 71名

　　　　内　容 ：「民法改正：成年後見活動に関わりのある内容について」

　　　　講　師 ：　弁護士・社会福祉士　髙宮　大輔　氏

　　　第２回 実務研修・事例検討会　<実務研修>　

　　　　日　時：　２０１９年８月１０日（土）１５：００～１７：００

　　　　場所　さいたま市産業文化センター

　　　　参加者：　46　名

　　　　内容「医療観察における成年後見とは」

　　　　講師　さいたま保護観察所首席社会復帰調整官　谷　美祐紀　氏

　　第３回実務研修・事例検討会　＜事例検討会＞

　　日時：2019年12月14日（土）15：00～17：00
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部 委　員　会　名　及　び　事　業　内　容　　　

　　場所：武蔵浦和コミュニティセンター第８.９集会室

　　参加者：50名

　（6）運営委員会

　　　ぱあとなあ埼玉の組織、事業に関する検討・管理を行う。

　　　 運営委員会 : 6回開催   （4/13、6/8、8/10、11/2、12/14、2/8)　   

　　　　　　　　　 　　出席者：運営委員20名、事務局

　　　　　　　　　　 　場　所：彩の国すこやかプラザ/産業文化センター/産業文化センター/産業文化センター

　　　　　　　　　　　　　　　　　/武蔵浦和コミュニティーセンター/武蔵浦和コミュニティーセンター

　　　　　　　　　　 　内　容：ぱあとなあの運営、受任者支援、成年後見人養成研修の企画検討など

　（7）連絡会

　　　ぱあとなあ会員の連絡及び情報交換を行う。　（年6回：うち3回は地域ブロック別開催）

　　　・全体連絡会：3回開催   （4/13、8/10、12/14、　13：30～15：00)

　　　　　　　　　 　場　所 ：彩の国すこやかプラザ/さいたま市産業文化センター/武蔵浦和コミュニティーセンター

　　　・ブロック別連絡会：ぱあとなあ埼玉会員・成年後見制度に関心ある会員　毎回約10～30名程参加　

　　　  　　　　　　　南部：2回開催　6/8 13：30～、  　2/8 13:30～

                                          　 於　産業文化センター/武蔵浦和コミュニティーセンター

　　　　　　　　　　　西部：2回開催　6/8 15:00～16：30、  2/8  15:00～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 於　ウエスタ川越/ウエスタ川越　

　　　　　　　　　　　東部：2回開催　6/15　14：00～  　2/20  19:00～　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  於　埼玉県立大学/越谷市中央公民館

　　　　　　　　　　　北部：3回開催　6/15 13：30～15:00、   11/30　13：30～15:30 ,2/15 13:30～17:00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  於 熊谷市文化センター/熊谷市立港南総合文化会館/熊谷市立港南総合文化会館

　（8）福祉関係者のための成年後見活用講座

　　・第33回　支援者のための成年後見活用講座

　　　日　時：2019年8月21日（水）10：00～16：50

　　　場　所：カルタスホール

　　　受講者数：市町村、福祉施設職員など59名（定員60名）

　　　内　容：（公社）日本社会福祉士会編集のテキスト使用による講義と演習

　　・第34回　支援者のための成年後見活用講座

　　　日　時：2020年2月16日（日）10：00～16：50

　　　場　所：下落合コミュニティセンター

　　　受講者数：市町村、福祉施設職員など　36名（定員60名）

　　　内　容：（公社）日本社会福祉士会編集のテキスト使用による講義と演習

　（９）法人後見

　　　本会が法人として、2020年3月31日現在2名の保佐と補助を受任している。

  (10）その他

　　　報告書チェック　（後見受任の定期報告書チェック3月14日、3月28日、随時報告書チェック）

　　　業務査察委員会開催　日時：6月19日　18：00～20：00　於：社会福祉士会２階会議室

②高齢者・障害者虐待対応専門職チーム委員会

　・高齢者・障害者虐待対応　：本会・埼玉弁護士会連携チームが、契約市町村の虐待対応を支援した。

　　（1）埼玉弁護士会との協議会　5/8、6/27、7/23、8/28、9/25、10/2、12/3、3/11　計8回

　　（2）契約市町村（15市）の要請に応じて連携チームを派遣し、困難事案の助言、相談を行った。

　　　　上尾市：5/8、7/10、9/11、11/13、1/8、3/11　入間市：5/31、8/23、11/29、2/28

　　　　ふじみ野市：7/19、11/8、2/7　三郷市：8/9、11/26　久喜市：1/30　飯能市：2/3　川越市：6/19

　　　　狭山市：2/27　加須市：9/10、3/19、3/27　坂戸市：7/18、8/20　　合計24回派遣

　　　　「志木市、桶川市、鶴ヶ島市、東松山市、羽生市」は、派遣なし。
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部 委　員　会　名　及　び　事　業　内　容　　　

　　（3）埼玉弁護士会合同研修会 ： 市民向けに、虐待に関する啓蒙の一環として講演会を開催

　　　　日　時：10月5日　18：30～20：30

　　　　場　所：埼玉会館小ホール

　　　　内　容：一部（高齢者・障害者虐待対応専門職チームの活動報告）

　　　　　　  　  二部（家族・施設という闇を暴く－当事者主権の立場から－）上野千鶴子講演会
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部 委　員　会　名　及　び　事　業　内　容　　　

　　　　参加者：480名(一般市民)　　　　　　（社会福祉士会のスタッフは18名）

　　　　事業広報：高齢者・障害者虐待対応専門職チームリーフレットを増刷

①自立支援専門員事業委員会

　・自立支援専門員事業

　　　埼玉県からの受託事業

　　　受託期間:2019年4月1日～2020年3月31日

　　　派遣先：埼玉県福祉事務所（東部中央・西部・北部・秩父）

　　　内　 容：生活保護受給者の抱えている生活問題の解決、改善のために、本人を取り巻く

　　　　　　　  ネットワークの調整などを行いながら、安定した地域生活が送れるように支援した。

　　　支援員：９名

       実　績：活動日数延べ527日 　　支援世帯員総数141名 

　　　　　　　　支援内容総数:家庭訪問499件　関係機関協議249件など

②住宅ソーシャルワーカー事業委員会　

　・埼玉県・市住宅ソーシャルワーク事業

　　　埼玉県、戸田市、蕨市、東松山市、秩父市、白岡市からの受託事業

　　　受託期間：2019年4月1日～2020年3月31日

　　　内　容：生活保護受給者等にアパートなど居宅を設定する支援を行い、地域生活への移行を行った。

　 　 支援員：常勤換算6名

　　　実　績：新たに住宅設定、転居支援、地域生活支援をした人数116人、一時宿泊施設利用2件

　　　　　　　 　福祉事務所訪問　353回、居宅設定後家庭訪問285回、関係機関訪問582件

　・さいたま市住宅ソーシャルワーク事業　

　　　さいたま市からの受託事業

　　　受託期間：2019年4月1日～2020年3月31日

　　　内　容：条例届出施設及び無料低額宿泊所に入所している生活保護受給者など、住まいを喪失

　　　　　　　　する者に対し、アパートなど居宅を設定する支援を行い、地域生活への移行を行った。

　　　支援員：常勤換算11名配置

　　　実　績：新たに住宅設定、転居支援、地域生活支援をした人数354人、一時宿泊施設利用41件、

　　　　　　 　福祉事務所訪問1,116回、居宅設定後家庭訪問993回、関係機関訪問1,218回

　・住宅確保要配慮者入居支援

　　　埼玉県住まい安心支援ネットワーク協議会からの受託委託事業

　　　受託期間：2019年8月1日～2020年1月10日

　　　対象地域：狭山市、春日部市

　　　内　容：相談会を開催し新規相談に対応、その後アパート等への入居支援を行った。

　　　実　績：20組の相談と10組の入居支援を実施した。

　・居住福祉サミット　（自主事業）

　　　地域の住宅確保要配慮者への支援ネットワーク普及と居住福祉行政の連携に向け開催。

　　　日　時：2020年3月3日

　　　場　所：彩の国すこやかプラザ

　　　内　容：行政説明　　国土交通省関東地方整備局・関東信越厚生局

　　　　　　　　講　演　　　日本社会事業大学専門職大学院教授　井上由起子氏

　　　　　　　　会　議　　　埼玉県、さいたま市、川口市、狭山市、本会　が参加し意見交換等を行った。

③自立相談支援委員会

　・生活困窮者自立相談支援事業

　（1）入間市からの受託事業

　　　受託期間：2019年4月1日～2020年3月31日

　　　内　容：生活困窮者自立相談支援事業を入間市福祉事務所内で実施した。
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部 委　員　会　名　及　び　事　業　内　容　　　

　　　相談員：常勤換算3名配置

　　　実　績：新規相談受付件数341件、自立支援プラン策定件数165 件、

　（2）加須市からの受託事業

　　　受託期間：2019年4月1日～2020年3月31日

　　　内　容：生活困窮者自立相談支援事業を加須市福祉事務所内で実施した。

　　　相談員：常勤換算1名配置

　　　実　績：新規受付件数81件、自立支援プラン策定件数11件、延支援件数1,893件

　（3）埼玉県からの受託事業（県東部地区ほか）

　　　受託期間：2019年4月1日～2020年3月31日

　　　内　容：福祉事務所と連携して、生活困窮者の就労支援や住宅確保給付金など任意事業のメニュー

　　　　　　　も活用しながら、自立支援に向けた総合支援を行った。

　　  相談員：常勤換算３人

　　　実　績：新規受付件数 313件、自立支援プラン策定件数111件、住宅確保給付金決定件数 5件、就労支援件数76件。

　(4) 無料職業紹介事業

　　　内　容：生活困窮者等の就労支援の一環として職業紹介を行う事業

　　　実　績：　求職相談（ 1件受付）　就職（ 1件）

　　　実　績：就労先企業開拓（2社登録）　求職相談（ 1件受付）　就職（ 1件）

　・家計相談事業

　（1）さいたま市からの受託事業

　　　受託期間：2019年4月1日～2020年3月31日

　　　内　容：自立相談支援の一環として、家計管理に課題を抱える者 に対し生活再建の支援を行った。

　　　支援員：従事相談員1名（2日/月）及びその他の登録相談員が対応。

　　　実　績：相談件数77件、家庭訪問件数85件、支援調整会議 46件、終了件数38件。

　（2）飯能市からの受託事業

　　　受託期間：2019年4月1日～2020年3月31日

　　　内　容：自立相談支援の一環として、家計管理に課題を抱える者 に対し生活再建の支援を行った。

　　　支援員：従事相談員1名（2日/月）及びその他の登録相談員が対応。

　　　実　績：市役所内において相談を実施。  相談件数 32人、民生委員協議会にて説明会を開催。

④ホームレス自立支援委員会　

　・ホームレス巡回相談事業

　　　ホームレスの居所へ巡回し生活改善のための相談や情報提供の働きかけを行った。

　　　支援員：支援員登録制の実施

　　　　　　　　　☆新規登録支援員研修　　 日  時：2019年5月26日(土）

　　                  　　　　　　　　　　　　　　　　場  所：与野本町コミュニティーセンター第5会議室

　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　   参加者：25名　うち新規登録者8名

　　　登録支援員：36名

　　　支援活動：訪問活動　32回実施　参加支援員50名　　訪問人数267人（詳細は下記のとおり）

　　　　　　　　・国土交通省の合同巡視同行（居所を訪問）　延べ12回　支援員26名　訪問97ヶ所

　　　　　　　　・定期巡回（夏・冬の居所訪問）　フォロー訪問(巡視後の個別支援）　延べ19回　支援員28名

　　　　　　　　　52人を訪問

　　　会　議:事業実施に向けた会議　年間6回　(5/26、7/20、9/28、10/29、11/16、1/18)

　　　連携団体：フードバンク（配布食料の提供）、With Youさいたまフェスティバル参加

⑤子ども家庭支援委員会

　・希望の家事業

　　埼玉県からの受託事業

　　　期　間：2019年4月1日～2020年3月31日
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部 委　員　会　名　及　び　事　業　内　容　　　

　　　内　容：児童養護施設等を退所し、大学、専門学校等に進学する者に対し、進学から卒業までの

　　　　 　　　単身生活の支援、および社会人に向けての支援を行った。

　　　支援員：会員21名

　　　実　績：支援対象者16名　　第１希望の家(東部)、第2希望の家(西部)、第3希望の家(西部)、

　　　　　　 　第4希望の家(中央)を、個別面接・見守りを定期的に行うとともに、学校・施設を随時訪問した。

　・社会的養護自立支援事業における支援コーディネーター業務

　　埼玉県からの受託事業

　　　期　間：2019年4月1日～2020年3月31日

　　　内　容：１８歳を超えた、里親や児童養護施設等入所者で、支援を継続して行う必要があると　

　　　　　　　判断された者について自立支援計画の作成や相談等の支援を行う。

　　　支援員：7名

　　　実　績：支援対象者8人について、継続支援計画を作成し支援した。

１．　総会、役員会、運営委員会等の開催

２．　役員及び各委員会との連絡調整

３．　日本社会福祉士会及び他県社会福祉士会との連絡調整

４．　各種行政施策等に対する会員の参加についての連絡調整

５．　福祉施設等の求人情報の発信

６．　会員名簿の整理、文書の発送作業

７．　会計経理事務

８．　会費の徴収事務

９．　他団体・機関との連絡調整

１０．各事業受付等、開催支援

１１．ホームページの管理

１２．会員及び一般市民からの問い合せ対応

１３．公益認定変更、届出に関する事務

１４．事業契約、労働契約等に関する事務

１５．その他会活動に関する庶務
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